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６
月
定
例
会

常
任
委
員
会

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
質
問

存
否

　
半
田
交
通
安
全
協
会
か
ら
の
請
求
書

の
名
目
は「
賛
助
金
」と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
東
浦
町
か
ら
は「
負
担
金
」と
し
て

支
出
し
て
い
る
。

　
こ
の「
賛
助
金
」あ
る
い
は「
負
担
金
」

が
、
本
条
例
の「
補
助
金
等
」に
含
ま
れ

る
か
に
つ
い
て
は
、
本
条
例
の
趣
旨
は
、

誠
実
か
つ
公
正
で
民
主
的
な
町
政
の
発

展
に
寄
与
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

町
民
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
形
式
的
に

せ
よ
、
東
浦
町
か
ら
何
ら
か
の
支
出
が

あ
る
団
体
に
つ
い
て
、
議
員
が
そ
の
団

体
の
役
員
に
な
る
こ
と
は
、
議
員
と
東

浦
町
と
の
癒
着
を
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
為
、「
賛
助
金
」あ
る

い
は「
負
担
金
」で
あ
っ
て
も「
補
助
金

等
」に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
東
浦
町
の
支
出
に
お
け
る
分

類
に
お
い
て
は
、「
負
担
金
」は
、「
負

担
金
、
補
助
及
び
交
付
金
」の
項
目
の

中
に
あ
り
、「
補
助
金
等
」と
い
う
文
言

か
ら
は
、「
負
担
金
」も
、
こ
の
中
に
含

ま
れ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
と

言
え
る
。

　
以
上
よ
り
、「
賛
助
金
」あ
る
い
は「
負

担
金
」は
、
本
条
例
の「
補
助
金
等
」に

 

審
査
対
象
議
員
氏
名

　
山
下　
享
司

 

審
査
請
求
の
理
由

　
東
浦
町
が
令
和
６
年
度
に
負
担
金
を

拠
出
し
て
い
る
半
田
交
通
安
全
協
会
の

役
員
の
職
に
就
い
て
い
る
こ
と
が
東
浦

町
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
条

例
第
３
条
第
９
号（
町
か
ら
補
助
金
等

の
交
付
を
受
け
て
運
営
し
て
い
る
団
体

等
の
役
員
に
就
か
な
い
こ
と
）に
違
反

す
る
た
め

 

審
査
結
果

（1）
政
治
倫
理
基
準
に
違
反
す
る
行
為
の

存
否

違
反
の
事
実
が
あ
っ
た
と
認
め
る

（2）
措
置

　
本
会
議
に
お
け
る
謝
罪
文
の
朗
読
勧

告

 

審
査
会
の
意
見

（1）
政
治
倫
理
基
準
に
違
反
す
る
行
為
の

含
ま
れ
る
と
判
断
し
、
山
下
享
司
議
員

が
半
田
交
通
安
全
協
会
の
役
員
の
職
に

就
い
て
い
た
こ
と
は
、
本
条
例
第
３
条

第
９
号
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
。

（2）
措
置

　
山
下
享
司
議
員
に
つ
い
て
は
、
本
条

例
制
定
当
時
、
議
長
の
職
に
あ
り
、
本

条
例
の
趣
旨
を
一
番
よ
く
理
解
し
て
い

る
は
ず
の
議
員
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
議
長
に
よ
る
口
頭
又
は
文
書
に

よ
る
注
意
で
は
な
く
、
本
会
議
に
お
い

て
、
謝
罪
文
を
朗
読
す
る
こ
と
を
勧
告

す
る
。

 

措
置
の
内
容

　
令
和
８
年
６
月
３
日
に
開
議
さ
れ
た

令
和
８
年
第
２
回
東
浦
町
議
会
定
例
会

に
て
、
山
下
享
司
議
員
に
講
ず
る
措
置

を「
本
会
議
に
お
け
る
謝
罪
文
の
朗
読

勧
告
」と
決
定
し
、
同
日
、
山
下
享
司

議
員
に
対
し
、
本
会
議
に
お
い
て
、
謝

罪
文
を
朗
読
す
る
よ
う
勧
告
し
た
。

●
本
文
は
東
浦
町
議
会
議
員
の
政
治
倫

理
に
関
す
る
条
例
第
13
条
の
規
定
に
基

づ
き
公
表
し
ま
す
。

東浦町議会議員の政治倫理に関する条例
に基づく審査結果等の公表について
６月３日に開催された本会議において、山下享司議員に議員政治倫理基準
違反ありと決定し、謝罪文を朗読するよう勧告しました。なお、６月25日
に開催された本会議において、山下享司議員は謝罪文を朗読しました。
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